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満洲字による漢字音表記の規範化

― 満洲 字千 字 文 を資 料 と して ―

岸 田文隆
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1.は じ め に

 満洲字によって漢字音 をかきあ らわ した資料は、従来 よ り近古漢語 の重要資料 と

みなされ 、これ をその方面に利用 した研究 もい くつか発表 されて きたが、実はその

満洲字表記が額面 どお りの音価 をあらわ してい るのか どうかについては不明の点が

多 く、これ らの資料を満洲語表記法の変遷の面か ら正確 にあ とづけていく研究はま

だ立 ちおくれて いる感が ある。満洲字 によって漢語か ちの借用語や漢 語固有名詞 も

しくは漢字の発音 をかきあらわす ことは清朝建国以前か ちお こなわれていたが 、そ

の表記 法の規範が完全に確立 したのは 、大雑把 に言 って乾隆時代 、すなわち 『増訂

清文鑑 』(1771序)の 漢字に付された満洲字注音等の出現 に至ってであると見て よ

いであろ う。よって 、清初か ら乾隆ころまでの諸資料 を、満洲字 による漢字音表記

の変遷 、規範化 の観点か ら調べていくことが必要であるが、本論文では、この うち、

康煕中葉ころ(17C末)に 成立 した と推測 され る満洲字千字文の諸テキス トをと り

あげ 、検討 を加 えよ うと思 う。

2.資 料

 ここ で考 察 の対 象 とす るの は以 下の 諸 テ キス トで あ る 。

1.「 清 書 千 字 文 」(略 号S.S.)/)

翰 林 院 編 修 尤 珍[bithei yamun biyap SﾌO io jen]編 。 康 煕24年(1685)9月1

日[e―he taifinor匤 duin anisa uyun biyai ice inenggi]の 奥 書 あ り。 『百 髄 千

字 文 』(大 英 博 物 館 等 所 蔵)、 『千 字 文 註 』 〈内 閣 文 庫 等 所 蔵 〉 に 収 録 され る 。 満

洲 字 の み で 漢 字 は な い 。 編 者 尤 珍 は 、 江 南 長 洲 の 人 、 康 煕20年(1681)進 士 で 、 有

名 な 文 人 尤ﾘ2)の 長 子 。 『清 史 列 伝 』 巻71、 『国 朝 書 献 類 徴 』巻119に 伝 あ り 。3)
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H―a.ヴ ァチ カ ン図書 館 所蔵 『満 漢千 字文 』(略 号V.L.)タ)

対 面 に漢 字 と満洲 字 で それ ぞれ 「満 漢千 字文 」 「Hanhanciyandziwen」 と題

書 され る 。また 、そ の左 には 、漢 字 と満洲 字 で 「京 都永 魁齋 梓 行 」 「Ginghecen

yungkuifolofiselgiyehe」 と あ り、その発 行 所 がわ か る 。序 嚴 、刊 記共 にな く、

発 行年 は 未 詳(康 煕 中葉 頃の 刊本 か?)。 上段 に満 洲字 、下段 に漢字 を配す 。

H―b.パ リ国民 図 書 館所 蔵満 漢 『千字 文 』(略 号B―N.)5)

五―aに ほ ぼ一 致す るが 、部分 的 に 異 な る とこ ろが あ り、版 を異 に して い る 。序

践 、刊 記 、対面 す べ てな く、刊年 、発 行所 共 に未 詳 。Courant(1894―1901}No.3256

に よれ ば朝 鮮本 との こ とで あ るが疑 わ しい 。表 紙 の 裏 には 、 「葛 」お よび 「[X

LIBRIS COLLIN DE PLANCY」 とい う蔵 書 印が押 され てお り、本 書 が 、 もと、在 京 城

佛 国公 使 館 員 で あ ったCollinde Plancy(漢 名 は葛 林徳 、1853～1922)の 蔵 書 にか

か る もの で あ った こ とが知 られ る 。満 洲字 、漢 字 の 右側 には 、 と ころ どころ 、後 人

の手 にな るハ ン グル の 音 注が あ る 。ハ ングル注 音 の か き いれ 年 代 も不 明 なれ ど、17

世 紀末 ～18世 紀 初 よ りも後の こと と思 われ る。

皿 ―a.大 英 博 物 館 所 蔵 『満 漢 千 字 文 』(略 号B.L.)b)

対 面 の 中 央 に 漢 字 と溝 洲 字 で 「満 漢 千 字 文 」 「Man han ciyan dzi wen」 と 題 書

さ れ 、 そ の 右 に 「京 都 歪 壁 齋 梓 行 」 、 左 に 「福 賢 堂 」 と あ る 。 奥 書 に は 「沈 啓 亮 書 」

「sun ki liyang su」 お よび 「廣 城 同 文 堂 梓 」 とあ る 。 「廣 城 」 は 広 州 の 意 。 康 煕

年 間(1662～1722)の 刊 行 か?

皿 一b.ラ イ デ ン大学 漢学 研 究所 所 蔵r満 漢千 字 文 』(略 号U.L.)ク 》

対 面 の 中央 に漢 字 と満 洲字 で 「満 漢 千字 文 」 「Man hanciyan aZｺwen」 と題 書

され 、 その 右 に 「京都 奎 壁齋 梓行 」、左 に 「省城 九 曜坊 翰 経堂 蔵 板 」 とあ る 。奥 書

には 「沈 啓 亮書 」 「VSup ki tiyang vSU」お よび 「羊 城翰 経 堂梓 」 とあ る。 「羊城 」

は広 州 の意 。対 面 と奥書 以外 は 皿 一aと 異 な る ところ な く、 皿一aの 極め て忠 実 な

覆 刻 本 の よ うで あ る 。

 以上 の満 洲字 千字文 諸 テ キス トの満 洲字 表記 を 、そ の他 の諸 資 料(『 増訂 清 文 鑑 』

(1771序)、 『欽 定清 漢 対音 字 式 』(1772勅 撰)な ど乾 隆 期 の規 範 的 な資料 、お よ

び 清初 刊 行 の非 規 範 的な 資料 な ど)に あ らわれ る もの と比 較 しなが ち検 討 して い く

こ と とす る 。

3。 表記の異同が生ずる要因

 満洲字千字文 の各テキス トにあ らわれた満洲字表記を観察する と、各テキス ト間

にあるいは満洲字 によって漢字音をか きあ らわ したその他の諸資料 との間に異同が

発見され ることがあるが、これはいか なる理由によるものであろ うか? もとより
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この問題は将来満洲字に よる漢字音表記の変遷 の全貌が明 らかになったのちに考え

るべ きものであって、ここにその確答 を得 ることは困難であるが 、考察 を進め るに

際して 、仮にその ような表記の異 同が生ず る要因として想定 され うる ものを整理 ・

提示 してお くこ とも有効であろうと思 う。

 満洲字による漢字音表記の異同の中には、まず、表記法上のちがいによる と思わ

れ るものがある。一体 、満洲字によって漢字の発音 を表記す る方法には、満洲語の

音節一覧表であるいわゆ る満洲字十二字頭の1綴 字 をあてる 「対音 」という方法 と、

漢語韻書に見 られ る反切法の上字 ・下字のよ うに満洲字十二字頭 の2綴 字 を組合わ

せてあ ちわす 「切音 」の2者 があ るが、規範的な資料の場合は、ふつ う、当該漢字

音が満洲字十二字頭にある字音と同 じ場合には前者の方法が用い られ 、満洲字十二

字頭 に同じ字音 を求め られない場合 、すなわち満洲字十二字頭中の1綴 字 をもって

しては その音 をあらわす こ とがで きない場合 にかぎってのみ後者の方法が用 いられ

る。8)

「対 音 」の例  mi:彌 。密 。[欽 定 清漢 対 音 字式:5b]

(第 一 字頭 のmi1字 の み で漢字 の 音 を あ らわす)

「切 音 」の例  niran=年[欽 定 清漢 対音 字 式:47a]

(第 一 字頭 のniと 第 四 字頭 のyanの2字 を組 合 わせ て 漢字 の音 を あ らわす)

とこ ろが 、未 だ 規範 化 され て いな い資 料 にお い ては 、当該漢 字 音 と同 じ字音 が満洲

字十 二 字 頭 にあ る場 合 に お いて も、本 来用 い るべ き 「対 音 」の方 法 に は よらず に 、

「切 音 」の方 法 によ った と思 われ る例 が ま まあ り、表 記 の不 統 一 が み とめ られ る 。

例 えば 、満洲 字 千字 文 の い くつ かの テ キス トに お いて も 、次 の例 の よ うに 、 ―an,

―ang,な どの韻 母 を もつ 漢字 の表 記 に この 現 象 が観 察 され る。

No.漢 字 現 代 北 京 音 S.S. V. L. B.N. B. L. U. L.

191 難     nan        nan      naan     naan     nan      nan

446張 zhang  jang  jaang jaang [jang】 [jan9]

上 の例 にお いて 、S.S.のnan,jangと い う表 記は 「対 音 」の方 法 に よ り満 洲字 十

二字 頭 の1綴 字 をあ てた もの であ るが 、v. L.な どに あ らわれ るHaan、 jaangと

い う表 記 は 「切 音 」の方 法 に よ り十 二 字頭 の2綴 字 、す なわ ちnaとan、 jaとangを

組合 わせ て 表記 した もの と推測 され る 。

 また 、 同 じ 「対 音 」の 方 法 に よる場 合 にお い て も、満 洲 字 十二 字 頭 の うち の どの

字頭 を あて るか に よ って 表 記 が こ とな るこ とが あ る 。次 の例 を見 られ た い 。

No.漢 字 現 代 北 京 音 S.S. v L. B.N. B. L. U. L.

563 密     mi         mi       mii      mii      mii      mii

上 の例 で 、S. S.は 満 洲 字十 二字 頭 の うちの 第一 字頭 に属 す るmiを あ てて い るが 、

V.L.な どは 第 一字 頭 の 末尾 に 一iを付 加 した 第二 字頭 のmiiを あて て い る 。
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 以 上 の例 にお け るnan～naan, fang～jaang, mi～miiと い う表記 の 流動 は 、あ

る いは 母音 の 短 ・長 な ど実 際 の発 音 の ちが い を反 映 した もの で あ る可 能 性 もな くは

な いが 、お そ ら くは そ うでは な く 、表 記者 の表 記意 識 、す な わ ち漢語 韻 書の 反切 上

字下 字 の よ うに 当該 漢 字音 を分 析 的 に表記 しよ うとす る意 識 の無 ・有 に帰 され るべ

き もの で あ ろ うと思 う。 した が って 、 これ らの 表記 の異 同は 、単 に表 記 法上 の ち が

い にす ぎな い もので あ り、 当該 漢字 の 発音 とは かか わ らな い と推 測す る。

 次 に、漢字音 自体のちがいによ ると考え られ る表記の異同がある。漢字音のちが

いは 、歴史的変化による もの、方言的差異 によるものな どが当然想定 されよ うが、

実際に諸資料にあらわれ る表記の異 同をそのよ うな原因 に帰す るには、満洲字表記

の変遷 と漢字音の歴史的変化 とが くいちが って いた り、満洲字表記の特徴と一致す

るよ うな漢語方言 を見出せなかった りといった さまざまな困難が横たわって いて 、

必ず しも容易でない場合 が多い。む しろ、満洲字による漢字音表記が資料によって

異な っている原因の多 くは 、歴史 的 ・方言 的な漢字音の ちがいではな く、同一時代

・同一方言における弁別的あるいは非弁別 的な発音のちがいに求めるべきではない

か と感 じられ る。

 まず 、満洲字表記の異 同が同一時代 ・同一方言における漢語の弁別的な発音のち

が いを反映 していると考 えられる もの としては 、文 白異読の例がある。満洲字千字

文のテキス トにおけ る次の ような表記の異 同は 、当該漢字の文言音 と白話音のちが

いによるもの と推測 され る。

凹0.漢 字 現 代 北 京 音 S.S. V L. B.N. B L. U L.

12  戻    Ze         je       ja       [jai]     ja       ja

372側 ce   ce  ca  cai  ce  ce

910 獲    huo        而we      howa i     howai     而wa i    頃iwa i

この 例 にお い て 、S.S.のje, ce、 而weい う表記 は漢 字 「回灰 」 「側 」 「獲 」の文

言音 を 、V. L.な どのjai, caiあ るいはcei, howaiあ るいは 而waiと い う表 記 は

それ ぞれ の 漢字 の 白話 音 をあ らわ して い る と見 られ る 。 この よ うな文 白異 読 に よる

満洲 字 表記 の異 同は 、 それ ぞれ の テキ ス トの資 料的 性格 と深 くか か わ って い る と思

わ れ る が 、 これ らは 、同一 時代 ・同一 方言 の漢 語 にお け る音韻 的 対立 をなす 異 な る

音 をあ らわ した もの と判 断 され る 。

 次 に 、満 洲字 表 記 の異 同が同一 時代 ・同一 方 言 にお け る漢 語 の 非弁 別 的な 発 音 の

ち が い を反 映 してい る と考 え られ る もの と して は 、韻腹 の[e]の 有 無 に関 す る表

記 の異 同の 例 が あ る 。満 洲字 千字 文 の テキ ス トには 、次 の よ うな 例 が あ ちわ れ る 。

No.漢 字 現 代 北 京 音 S.S. V. L. B.N. B. L. U. L.

386静 jing  jing  jiyeng jiyeng jiyeng jiyeng

771委 wei  wei  ui  ui  ui  ui
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No.386に お いて 、 S.S.のjingと い う表 記 は 韻腹 の[o]を 持 たな い発音 を、 V

L.な どのjiyengと い う表記 は 韻腹 の[a]を 持つ 発音 をそれ ぞれ あ ちわ して い る

と見 られ る 。また 、No.771に お い て 、 s. s.のweiと い う表記 は韻 腹 の[o]を

持 っ 発音 を 、v. L.な どのUﾌと い う表 記 は韻 腹の[a]を 持た な い発音 をあ らわ

して い る と考 え られ る 。 この よ うな表 記 の異 同 は 、(同 一 時 代 ・同一 方 言で の)漢

語 の 音韻 体 系 に あ っては 対立 関 係 にな い場合 場 合の 発音 も しくは 音色 のちが い を反

映 した もの と判 断 され る.q》

 満洲字 による漢字音表記の異同の原因は、主 に上記の2点 すなわち満洲字表記法

のちがいと漢字音 自体のちがいに求め られよ うが、特に満洲字による漢字音表記の

変遷 ・規範化の過程 を考 えるうえで注 目 したいことは 、表記者の音韻 体系の ちがい

・変化である。ある漢字の発音 を表記す るにお いて、満 洲語 を母語 とす る者がおこ

なった場合には 、満洲語にはない漢語の音韻的対立 をかきわけなかった り、あるい

は逆に、漢語の音韻体系 とは無関係の場合場合の発音のちがいが表記 に反映 される

よ うなことがあろうが、漢語 を母語 とす る者がおこなった場合には、そのよ うな漢

語の音韻体系にはそ ぐわない面は淘汰 されることになるであろ う。周知のとお り、

満洲族が中原に位す ること久 しきにお よぶにつれて、徐 々に満洲語は忘却され漢語

が話され るようにな った次第であ るか ら、満洲字によって漢字の音をかきあらわす

表記者の音韻体系 も満洲語のそれから漢語のそれへ と変 化 していった と考えてまち

がいなかろ うが 、た しか に、満洲字による漢字音表記の変遷のあ りさまを侑 瞳する

と、おおむね漢語の音韻体系に合 うよ うな表記へ と統一 されていく傾向が見 てとれ

る。例えば 、もともと満洲語にはなかった漢語の音韻的対立 を区別 して表記す るよ

うにな った もの と しては 、後に述べる[0]韻 尾の例 を挙げ ることができる し(尖

団の区別の例 もここに該 当するか もしれない。次章C1]を 参照 。)、 漢語 におい

ては音韻的対立関係にな い発音のちが いをかきあらわ さなくなった ものとしては 、

先に述べた韻腹の[a]の 有無 に関す る表記の例を挙げることがで きる。満洲字に

よる漢字音表記が漢語の音韻体系に合 うように統一 され ていく現象 を、従来は主に

漢語の正音指向 ・規範意識 とい う観点か ら論 じられて きたよ うであるが、/O) 筆者

は、それ と合せて 、表記者の音韻体系の変化 という点 も考慮すべ きであると思 う。

 以上 、簡単に提示 した表記の異同が生ずる要因を念頭 にお きなが ら、満洲字千字

文の諸 テキス トの満洲字表記を具体的に検討 していくこととする。

4.声 母 の表 記

[1]尖 団 の区 別

いわ ゆ る 「尖 団 の合 一 」は 、近古 漢 語音 韻 史 の一 問題 であ り、精母[七s]清 母
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[tss]心 母[s]に 属 す る漢字 す な わ ち尖音 字 と見 母[k]渓 母[k`]暁 母[h]

に属 す る漢 字 す なわ ち団 音(円 音 と も)字 が音 韻 的対 立 を失 うこ と を言 うが 、満 洲

字 千 字 文 の諸 テ キス トに お いて は 、 この点 、お おむね は尖 団 両音 を よ く区別 した 、

きわ め て保 守 的 な表 記 をお こな って い る。

NO.漢 字 現 代 北 京 音 S.S. V. L. B.N. B.L. U. L.

41金 jin  gin gin gin gin gin

228 積    ji        ji       ji       ji       ji       ji

上 の 例 にお いて 、No.41の 「金 」 もNo.228の 「積 」 も現 代北 京音 では その声 母 は 口

蓋 化 したj[七p]で あ る が 、満 洲 字 千字 文 の諸 テ キス トの表記 は 、見母 字 に由来

す る 「金 」には 満洲 字9を 、精母 字 に由来 す る 「積 」に は満 洲字jを あ て 、尖 団 の

区別 をお こな って い る 。 しか し、次 の 例 にお い ては 、い くつ か の テキ ス トに お い て 、

表 記 の 混乱 が 見 られ る 。

No.漢 字

598軍

723見

955懸

現 代 北 京 音

jun

jian

xuan

S.S.

giy縅

givan

siowan

V.L.

[glowen]

jiyan

hiuwan

B.N.

[glowen]

jiyen

欠 落

B.L.

jiy佖

jiyan

h卲wan

U.L.

jiy佖

jiyan

hiowan

いず れ も牙 喉 音 に 由来 す る 「軍 」 「見 」 「懸 」 の声 母 に対 して満 洲 字 のjやsが あ

て られ て い るの は 、 これ らの団音 字 の 声母 がす でに舌 面 音 にな っ て いた こ と を伝 え

る もの と見 られ る。 ちな み にNo.955に お いてs.s.がsiowanに 作 って い るの は 、

康 煕 帝 の名 の 「玄燐:hiowan yei」 に用 い られ るhiowanの 綴 りを避 けた もの で あ ろ

う 。〃)

 また 、次 の 例 では 、B.L.な どにお いて歯 音 の精 母[七s]に 由来す る漢字 に

満 洲 字k(本 来 はgに 作 るべ き とこ ろで 、9の 点 が欠 漏 した もの と見 える)が あ て

られ て いる 。

No.漢 字 現 代 北 京 音 S.S. V. L. B.N. B. L. U. L.

561俊 jun,zun jiy佖 dzun  tlzun  kiy佖 kiy佖

これ は 過剰 訂 正(hypercorrection)に よる もの と見 られ 、 この よ うな 現象 が起 こ る

背 景 に は 、 この 時代B.L.等 の テ キ ス トが依 拠 した漢 語 にお い て尖 団両音 がす で

に音 韻 的対 立 を失 い合流 しつ つ あ った ことが あ る と考 え られ る。

 尖団の区別に関す る満 洲字表記の変遷は 、近古漢語の歴史的変化 とは一見 した と

ころ逆行 した方向をとっている。すなわち、漢語の歴史的変化 としては団音声母が

舌面音化 してやがて尖音声母 と合流す るとい う流れであるが 、諸 テキス トに現れ る

実際の満洲字表記ではむ しろ反対 に、初期のテキス トには団音声母の舌面音 化を示

す表記が多 くあ らわれるのに対 して 、後代のテキス トにはそのよ うな表記はあま り

あらわれな くな り、尖団の区別をまもった表記が優勢 となるので ある。例えば、三
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国志演 義 の満 洲 語訳=ilan gurun i bicheの2つ の版 本 、順 治7年(1650)刻 本 の

満文本(殿 本)と 雍 正年 間(1723～1735)刻 本 の満漢 合 壁本(二 酉 堂 書 舗発行?)

に あ らわれ る 「将軍 」に あた る満 洲 語 の綴 りを調べ てみ る と 、満文 本 の方 はす べ て

jiyangjiyunと 綴 られ 、団音 字 「軍 」の声 母 に舌 面 音化 を示 す 満洲 字jを あ て て い

るが 、満漢合 壁 本 の方 はjiyangj�佖と い う表 記 の ほか に尖 団 の 区別 をま もっ た

jiyanggiy佖と い う表 記 も両 者 あ い半 ばす る頻 度 で あ らわれ るの で あ る 。また 、 山

崎(1990c)に お い て指 摘 され て い る よ うに 、 『大 清太 祖武 皇 帝実 録 』(崇 徳元 年

(1636>告 成?)と 『満 洲 実録 』(乾 隆年 間(1736～1796)成 立)の 漢 語借 用語 の

表記 を比べ て み る と 、 『大 清太 祖 武皇 帝実 録 』では 見渓 暁母 の牙喉 音 に 由来 す る漢

字 の表 記 に溝洲 字j,C,Sを あ てた 、舌 面 音化 を示す と見 られ る例 が 多 くあ らわ れ る

のに対 し、 『満 洲 実 録 』で は それ らは す べ て満 洲字g,k,hに 改め られ 、尖 団の 区別

をま もった表 記へ と一新 して い るの で あ る。

漢字  『大清太祖武皇帝実録 』の表記   『満洲実録 』の表記

吉    ji               gi

奇    ci               ki

希    Sﾌ               hi

この よ うに満 洲字 に よる漢 字 音表 記 が近 古漢 語 の歴 史 的変 化 とは逆行 して尖 団 音 を

か きわ け る よ うに な って い く現象 は、従 来 は主 に漢 語 の 「正 音 」指 向 す なわ ち規 範

意識 とい う観 点 か ら説 明 がな され て き た 。/z)し か し、筆 者 は 、その よ うな観 点 と合

せて 、表 記者 の 音韻 体系 の変 化 とい う点 も考 慮 す る必要 があ る と思 う 。

 ここ でひ とつ 確認 して お きた い こ とは 、牙喉 音(団 音)の 舌面 音化 とい う現 象 と

尖団両 音 の 合一 とい う現象 は 区別 して考 えな けれ ば な らな い とい うこ とで あ る 。前

者 は音声 の レベ ル の現 象 で あ り、後 者 は音 韻 の レベル の現 象 で あ る。 す でに 山崎

(1994c)に お い て述べ られ て い る よ うに 、清 初 の漢 語 にお いて牙喉 音(団 音)す

なわ ち 見母[k]渓 母[k♂]暁 母[h]の 舌面 音 化 は起 こって いた が 、暁母[h]

を除 いて 、未だ 歯 音(尖 音)(見 母[k]に 対 して は精 母[七s]、 渓母[kう に

対 して は清 母[七s白)と の 区別 は保 たれ て いた と考 え ちれ る0す な わ ち 、心 母

[s]暁 母[h]を 除い て尖 団の合 一 に は至 っ て いなか った 。 ところ が 、清 初 の 表

記者 は満 洲 語の 音韻 体系 で漢 字 の発 音 を聞 き表 記 したため に 、舌面 音 化 した団 音 字

に対 し尖 音 字 にあ て るの と同 じ,」ﾌ,Cﾍな どの表 記 をあて たの で あ る。 しか し、清 代

も中 ごろ とな る と漢化 の 程度 も深 ま り、表 記者 の音韻 体 系は 漢語 の 音 韻体系 にか わ

った 。そ こで 、清初 にお い ては 聞 きわ け られな か った舌面 音 化 した 団 音字 と尖 音 字

の 区別 をな し うるよ うに な り、異 な った満 洲字(団 音字 にはg,k、 尖 音字 にはj,C)

をそれ ぞれ に あて る よ うに な った ので あ る 。/3)
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音韻のレベル 音声のレベル

尖音

団音 舌面音

初期の満洲字表記

(表 記者=満 洲語

 の 音 韻 体 系)

jﾌ,Cﾌ

gi～ji, ki～ci

後代の満洲字表記

(表 記者=漢 語の

 音 韻 体 系)

ji,Ci

gi,ki

満洲 字 に よ る漢 字音 表記 が漢 語の 歴史 的変化 とは逆 行 した変 遷 をた どる こ との背景

には 、 この よ うな表 記者 の音韻 体 系 の変 化 が あ った と考 え られ る 。 しか し、清 初 の

漢語 にお い てす で に合流 して いた と考 え られ る心母[s]と 暁母[h]の 区別 を後

代の 満 洲字 表 記 でか きわ け るよ うにな るこ とにつ いては 、叙上 の 説 明で は不 十分 で

や は り、従 来 どお り 「正 音 」指 向 ・規 範意 識 とい う観 点 か ら解 釈 す るほ かな いで あ

ろ うか 。この点 、す こ し問題 が残 る こ とを付 言 して おか ね ば な らな い 。

[2]si/si/sy

 一 般 に 規 範 的 な 資 料 の 場 合 、満 洲 字si,"si,syは そ れ ぞ れ 現 代 北 京 音xi[ρi],

Sht[δ 亀],si[s『 匡]を 持 つ 漢 字 の 発 音 を 表 記 す るの に 用 い られ る 。 例 え ば 、 『増

訂 清 文 鑑 』 で は 満 洲 字si,ζi,syは そ れ ぞ れ 次 の よ うな 漢 字 に あ て られ て い る 。(No

は 中 島(1993,1994)に よ る 。以 下 同 様 。)

No. 漢 字 現 代北 京 音 満洲 字 表記

346昔xi  si

2170使 shi  嶺

340四SI  Sy

とこ ろが 、満 洲 字千 字 文 の諸 テキ ス トにお いて は 、現代 北 京 音 のXﾌ,Sﾌを 持 つ 漢 字

に それ ぞれ 満 洲 字Sﾌ,Syを あ て る こ とにつ いて は一 二 を除 いて ほ とん ど例外 がな い

が 、現 代北 京 音shiを 持 つ漢 字 の 表記 につ いて はお お い に混 乱 して お り、満 洲 字

$ﾌの ほ か にsiやsyを あてた例 が 随 所 に見 られ る。

No.漢 字 現代 北 京音

74 師  shi

186使  shi

513世  shi

S.S.

篭i

sy

Y.
SI

V.L.

Sﾌ

Sy

Sﾌ

B.N. B. L. U. L.

si  v.si  とi

sy

Sﾌ

sy

Sﾌ

Sy

Sﾌ

満洲字千字文の各テキス トにおいて現代北京音shiの 漢字が どの ように表記 され て

いるかを示せば以下のとお りである。

満洲字表記

Sl

v.
SI

Sy

S.S.

 2

m

2

v.L.

14

4

3

B.N.

13

4

3

B.L.

10

9

3

U.L.

10

9

3
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合計    22   21   20   22   22

現 代 北 京音Shiの 漢 字 に対 して 、 S. S.は 規 範 的 な資 料 と同 じく満 洲 字v.siをあ て

るが 、V. L.とB.N.は 満 洲字Sﾌを あて る 。 そ してB. L,とU.L.は 両 表

記が あ い半 ば して い る。 この よ うな表 記 の混乱 の理 由 につ い ては まだ 明 らか で は な

いが 、満洲 字Sﾌが とiと発 音 上 区別 がな い場合 が あ った こ 励)と 関連 が あ るもの と見

られ る 。

5.韻 母 の 表 記

[1Jao/oo

 満洲字千字文の各テキス トは、現代北京音の韻母aoを 持つ漢字の表記に関 して異

同を示 している。

No.漢 字 現 代 北 京 音 S.S. V. L. B.N. B. L。 U. L.

31  調    tiao       tiyoo    tiyao    tiyao    tiyao    tiyao

767早 zao   dzoo  dzao  dzao  dzao  dzao

現代 北 京 音 の韻 母aoを 持 つ漢 字 に対 して 、 s. s.は 多 く満 洲 字ooを あて る(全58

例 中46例)。 しか し、v. L.で は満 洲字aoとooが ほぼ 同 じ頻 度 で あ らわれ る(全

58例 中aoが26例 、 ooが29例)な ど して お り、テ ・キス トに よっ てば らつ きが観 察 され

る 。

 『増 訂 清文 鑑 』の漢 字 に付 され た満 洲字 注音 では 、現 代北 京 音の 韻 母aoを 持つ 漢

字 に は 、ふ つ う、満洲 字aoが あて ちれ る。

No. 漢 字 現 代北 京 音 満 洲字 表 記

510早zao  dzao

1814報 bao  bao

た だ し、同書 の 「部 院 」の条 目に は 、例外 的 に満 洲字ooが あ て られ た もの も見 られ

る。

漢 字  現 代 北 京 音   満 洲 字 表 記

報 房  bao fang   boo fang

寳 源 局   bao yuan ju     boo yuwan gioi

さ らに後 代 の韻 書 で あ る 『音 韻逢 源 』 (1844)で は 、現 代北 京 音 の韻 母aoを 持つ 漢

字(高 、縞 、考 な ど)は すべ て満 洲 字aoの 韻摂 の ところ に配 され てお り、満 洲 字oo

の韻 摂 の ところ に は何 も漢 字 がか かれ て いな い 。 この こ とか ら 、清 中期以 降 の規 範

的な 表 記 では 現 代北 京 音 の韻 母aoを 持つ 漢字 には満 洲字aoを あて る こ とにな って い

た もの と推 測 され る 。

 しか し、 「新 刻清 書 全集 」(1699)に 収録 され た 『清 書対 音 協字 』 にお いて は 、

aoと い う満 洲字 表記 は見 あた ちず 、現 代 北京 音 の韻 母aoを 持 つ漢 字 は すべ て ―ooと
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い う満 洲 字 綴 りの も とに配 され て い る 。

 この よ うに 、現 代 北京 音 の韻 母aoに 対応 す る漢字 音 の表 記 に お いて 、満洲 字 表 記

法 の 変化 あ るい は混 乱 が あ った もの と考 え られ る。S. S.に お いて 多 く満 洲 字00

が あて られ て い るの は 、あ るいは 『清 書 対音 協 字 』 に見 られ る よ うな 古 い表 記 規 範

に則 った もの か も知 れ な い 。満洲 字00は 時 に[ao]と 発 音 され るこ とが あ った よ

うで あ るが 、β)満 洲 字ooとaoの 表 記 の流 動 は その よ うな発 音 と表 記の 乖 離 に原 因 が

あ る もの と思 われ る 。

[2]u/o,owe,u

満 洲 字千 字 文 の諸 テキ ス トの 間 には 、満 洲字繧ﾌ 用 い方 に ちが いが見 られ る。

NO.漢 字

4 黄

244君

479群

739尋

33 雲

119戒

現 代 北 京 音

huang

jun

qun

xun

yun

rong

s.s.

h倞ang

giy佖

giy佖

siy佖

y佖

充ng

V.L.

hovang

Biowen

kiowen

siowen

yun

芝ung

B.N.

howang

giowen

kiowen

siowen

yun

zung

B.L.

h縢ang

giy佖

kiowen

siowen

yun

zung

U.L.

h�ang

giy佖

kiowen

siowen

yun

zung

満 洲 字冾ﾍ 、S.S.で は多 く用 い られ て い るが(34例)、  L.で は あ ま り用

い られ て いな い(11例 の み)。B.L.は 両者 の 中間 で あ る 。上 のNo.4の 例 に見 ら

れ る よ うに 、現 代北 京 音 のhu一 で 始 まる漢 字の 発音 を表 記す る場合 、 S. S.で は

ほ とん ど満 洲 字(h)�� あ て るが(26例 中19例)、V. L.で は(h)冾ﾍ あ ま り用 いず

(26例 中5例)(h)0を 多 くあて る(17例)。 また 、No.244,479,739の よ うに 、現 代

北京 音 の韻 母 一unが 声 母j,q,Xに 後 続す る と きの漢 字 の 発音 を表 記す る場合 も、 S

S.で はす べ て 満洲 字U(n)を あて るが(8例 申8例)、V. L.で は�(n)を あて た

例 は な くす べ てiowetn)と 表 記 して い る(7例 中7例)。 これ ら佖, iowenと い う2

つ の表 記 は 、 それ ぞれ 漢 語 の韻母 一unに お け る韻腹 の[o]の 無 ・有 に対応 す る も

の で あ ろ う。 さ らに 、No.33,119な どの よ うに 、現 代 北 京音yun, rongな どの漢 字

の 発音 をあ らわす 場 合 に も 、S. S.で は ほ とん ど満 洲 字冾� あ て るが 、 V.L.

で は あ ま り冾ﾍ 用 い ず にuを あて て い る。

 『増訂 清 文鑑 』 にお い ては 、上 に示 した よ うな漢字 音 を表 記 す る場 合 、満 洲字u

を用 い る 。た だ し、現代 北 京音rangの 漢字 の 音 を表記 す る と きは 、満 洲字uは 用 い

ず にUを 用 い る 。

No. 漢 字 現 代 北京 音 満 洲 字表 記

17 黄 昏 huang hun huang h佖

1025君 jun  giy佖
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2483 峯

276 薫 風

144 雲

595 融 化

1869 冗雑

qun        kivun

xun Feng    hiy佖 fung

yun     yun

rong hua    yang h倞a

rong za     zung dza

この こ とか ら、後 代 の表 記規 範 は 、お お むねS.S.に お け る表 記法 に一致 して い

ると言 え る。

 満洲 字福ﾉ は[o][6(owe)][u]等 の 音価 が あ った と推 測 され るが/6)

上 に述 べ た 満洲 字可 とo,owe,uの 表記 の流 動 の現 象 もそ の よ うな 満洲 字ﾚの 音 価 に

っ いて のひ とつ の資 料 に な りえ る と思 う。

[3]i川

 現代北京音のi韻 母に対応する音の表記において、満洲字千字文の各テキス トは

異同を示す ことがあるO

No.漢 字

59 李

43 麗

563密

319益

現 代 北 京 音

!i

li

mi

Yi

S

Ii

―ii

mi

i

s V.L.

―i

lii

mii

ﾌﾌ

:

Ii

Iii

mii

ii

B.L.

―i

Iii

mii

ii

U.L.

―i

lii

mii

ﾌﾌ

No.59で は いず れ の テキ ス トも満 洲 字iを あて て い るが 、 No.43で は すべ て の テキ

ス トが 満 洲字iを2つ 重 ね たiiと い う表 記 をお こな って い る 。No.563,319に お いて

はテ キ ス ト間に ちが いが 見 られ 、S. S.は 満 洲字iを あて るの に対 し、 V. L.

な どは満 洲字iiを あ てて い る 。現 代 北京 音 のi韻 母 に対応 す る音 を表 記す る場 合 、

どの テ キス トもお お むね は満 洲字iを あて てお り、満 洲 字iiが 用 い られ るの は少 数

であ る 。とこ ろが そ の頻 度 に ちが いが み とめ られ 、iiと い う表記 が あ らわれ る回数

は 、S.S、8例 に 対 して 、 V. L.で は16例 もあ る。

 この満 洲字i～iiと い う表 記 の流 動 につ い ては 、母 音 の短 ・長 あ る いは声 調 な ど

実 際 の発 音上 の 区別 と関 係 が あ る との 説 があ る が ノの 筆 者 の考 えでは お そ ら くそ う

では な く、第3章 に 述べ た よ うに表 記 者 の表記 意 識 の ちが い に よる もの と推 測 され

る。す なわ ち 、満 洲 字十 二 字頭 の第 一 字頭 をあ てた表 記 一iの方 は 、 当該漢 字 音 を特

に分 析 的に か き あ らわす 意 図は な いの に対 し、第 二字 頭 をあて た表 記 一iiの 方 は 、

漢 語韻 書 の反 切 上 字下 字 の よ うに漢 字 音 を分析 的 に か きあ らわ そ うと し、反 切 下字

にあ た るiを 末 尾 に さら に加 えた もの で あろ う と思 う。

 このiiと い う満洲字表記は、満洲字千字文のテキス トにはいくつか あらわれてい

るが、後代の規範化 された表記では次第に淘汰 された。 『増訂清文鑑 』の漢字に付
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され た満 洲 字 注音 につ いてみ る と、満 洲字1に 接 続 して 用 い られ たliiと い う形 を

除 いて 、他 は すべ て廃 止 され て い る 。

No. 漢 字 現代 北 京 音 満洲 字 表 記

215  密    mi       mi

14黎li lii

『増 訂清 文 鑑 』でi韻 母 を表 記す る と き1の 後 に くる場 合 に 限 ってiと は綴 らず に

iiと 綴 るの は 、乾 隆帝 の 名前 の 「弘 歴:hungli」 に現 れ る ―iの綴 りを用 い るの を

揮 った か らで あ る。 「欽 定清 漢対 音 字式 」に は 、満 洲 字 で文 書 をか く際 に皇 帝 の名

に あ らわ れ る もの と同一 の音 節 を表 記す るの を避 けて 改 音(改 綴字)を 行 う場 合 の

例(按 語 の 例 〉/8)が掲 げ られ て い るが 、その 中 に満 洲 字 綴 りのiｺをliiと 改 め る例

が 出て い る 。

―i涬X 。里 。理 。 倶 平聲 讃 。按 高宗 純皇 帝廟 謹 下 一字 用lii字 恭代 [4a]

満 洲字 千 字 文の諸 テキ ス トには 、子 音1の 後 に くるi韻 母 の 表 記 にiとiiの 両方

の表 記 が見 られ 、ま た 、1以 外の 子 音 の後 で もiiと い う表記 が い くつ か あ らわ れ る

(miiや ゼ ロ声母 のiiな ど)。 これ は 、未 だ規 範化 され て いな い 表記 の一 面 を示す

もの と言 え よ う。

C4]i/ye, iye

 現代 北京 音 の韻母in, ingな ど に対応 す る音 を表 記 す る とき 、満 洲 字千 字 文 の各

テ キ ス トは 異 同 を示 す こ とが あ る 。

Na.漢 字

111平

zao映

464星

496卿

690音

現 代 北 京 音

ping

ging

xing

ping

yin

S.S.

ping

ing

sing

king

in

V.L.

ping

yeng

siyeng

kiyeng

yen

B.N.

ping

yeng

siyeng

kiyeng

yen

B.L.

ping

geng

sing

king

yen

U.L.

ping

geng

sing

k匤g

yen

No,111で は す べ て の テ キ ス トが 満 洲 字 一ingを あ て て い る が 、 No.28U,464,496,690で

は テ キ ス ト閻 に ち が い が 見 られ 、S. S.は 一ing,-inを あ て る の に 対 し、 V. L.

な ど は 一(i)yeng,-yenを あ て て い る 。現 代 北 京 音 の 韻 母in, ingに 対 応 す る 音 を 表 記

す る場 合 、s. s.は す べ て 満 洲 字 一in(29例),-ing(55例)を あ て る が 、 v. L.

は 満 洲 字 一in(26例),-ing(48例)の ほ か 満 洲 字yen(2例),―(i)yeng(6例)も あ て

る な どテ キ ス ト に よ りば らつ きが あ る 。 こ の よ うな 満 洲 字i/ye, iyeの 表 記 の 流 動 は 、

先 に も述 べ た とお り 、 漢 語 の 韻 母in,ingに お け る韻 腹 の[a]の 無 ・有 に か か わ る

も の で あ ろ う。

後代 の規 範 的な資 料 に お いては 、按語 の 例 を除 いて 、満洲 字ye, iyeと い う表 記 は
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次第 に 用 い られ な くな り、満 洲字iに 統一 され て い く。 「増 訂 清 文鑑 」では 、韻 母

ingの 漢字 に対 して は 、 s。s.に 同 じく、す べ て満 洲 字ingを あて て いる 。た だ 、

現代 北 京音 がyinで ある漢 字 の表 記 につ い ては 、雍正 帝 の名 「胤 禎:in jenjに 用

いられ るinの 綴 りを避 け るた め満 洲字inを あて ずbyenを あ て る。ノ9)

No. 漢 字 現 代 北 京 音 満 洲 字 表 記

64    星    xing        sing

151陰yin  yen

この よ うに漢 語 にあ って は音 韻 的対 立 をな さな い韻 母in,ingな どの 韻 腹[a]の 有

無 にっ いて 、満 洲字 表 記 が 統一 され て い った理 由は 、表 記 者 の音 韻 体 系 が満 洲語 の

それ か ら漢語 の それ へ と変 化 し、漢 語 の音 韻 体 系 に則 っ た表 記 をお こな うよ うに な

った ため で あ る と考 え られ る。

[5]iya(i)/iye(�)

 現 代 北京 音 の 韻母ieを 含 む漢字 の 中 には皆 来 韻 の[iai]韻 に 由来 す る もの と

車遮 韻 の[iε]韻 に由 来す る もの が あ るが 、 その よ うな漢 字 の 音 の表 記 に お いて 、

満洲 字 千字 文 の 各 テ キス トは異 同 を示 す こ とが あ る。

No.漢 字 現 代北 京 音

63 芥  jie

458階  jie

708誠  jie

725解  jie

934皆  jﾌﾟ

s.s.

Biya

giyei

Biya

giga

giyai

V.L. B.N.

[9iYe]    [9iYe]

[gige]    [glye]

gige      gige

gige      g坙e

giyei     [giyei]

B.L. U. L.

gige

giYei

giye

gige

giyei

上の 例 に見 られ る よ うに 、皆 来韻 に 由来 す る漢 字 につ い ては 、S.

gige

giyei

gige

gige

giyei

S.で は お お む

ね 満 洲 字 ―iya(i)を あ て る が 、 v L.な ど で は 一iye(i)を あ て る 。 た だ し 、 S.

s.に お い て も 、No.458で は 例 外 的 に 満 洲 字 一iye(i)を あ て て い る 。

No.漢 字

15 列

38 結

164潔

326別

365切

現 代北 京音

lie

jie

jie

bie

qie

S.S.

lige

giyei

giyei

bigei

cirai

V.L.

lige

kiyei

giye

bige

cirai

B.N.

liye

kiyei

[giye]

bige

ciyai

B.L.

lige

giyai

giye

bige

ciyai

U.L.

lige

giyai

gige

bige

ciyai

上 の例 に見 られ るよ うに 、車 遮韻 に由来 す る漢 字 につ いて は 、いず れ のテ キス トも

お おむ ね満洲 字 ―iye(i)を あ てる傾 向 が あ るが 、 No.38,365の よ うに例 外的 に

一iyaiを あ てた もの も見 られ る20の

規範 的な資料においては、現代北京音の韻母ieに 対応す る音 を表記す る場合 、皆
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来[iai]韻 に由来 す る もの に は満洲 字iyaiを あ て 、車遮[iε]韻 に由来 す る

もの に は満 洲字iyeiを あて る 。例 えば 、乾 隆代 の 『増 訂 清文 鑑 』につ いて見 れ ば 、

次 の よ うで あ る 。

           No. 漢字 現 代北 京 音 満 洲字 表 記

皆 来韻 に 由来す る漢字 1498 街  jie    giYai

          1510解 jie  giyai

車 遮 韻に 由来す る漢 字 468 節  jie    jiyei

          1995  接    jie        jiyei

また 、清初 刊 行 の 『清 書対 音 協字 』にお い て も、戒 ・解 ・介 ・皆 ・蟹 な ど皆 来韻 に

由来 す る漢 字 は 満洲 字 一iyaiの も とに 、別 ・謝 ・鉄 ・切 ・節 な ど車 遮 韻 に 由来 す る

漢字 は 満洲 字 一iyeiの も とに それ ぞれ 配 され 、例 外 がな い 。

 満 洲 字千 字 文 の諸 テ キ ス トで 、皆来 韻 お よび車 遮 韻 由来 の 漢字 にっ い て満 洲字 一i

ya(i)/―�e(i)の 表 記 の 流動 が見 ちれ るこ とは 、当時 の漢 語 に お いて 両 者が す で に

音 韻 的対立 を失 って いた こ とを示 す もの と見 られ る 。 『増 訂 清文 鑑 』な ど規 範 的 な

資 料 にお い て両 者 を か きわ けて い るのは 、 「正 音 」指 向す な わ ち規 範 意識 に よ る も

の で あ ろ うか?

[6]yu/io

 現 代北京 音 のyuan,yueに 含 まれ るyuに 対 応す る音 の表記 にお い て 、満 洲字 千 字 文

の テキ ス ト間 に異 同が見 られ る 。

Na、 漢 字

10 月

245日

642遠

895願

現 代 北 京 音

yue

yue

yuan

yuan

s.s.

yuwei

yuwe i

yuwan

yuwan

V.L.

[iowai】

iowei

iowan

iowan

B.N.

[iowa日

iowei

iowan

iowan

B.L.

iowai

iowai

iowan

iowan

U.L.

iowai

iowai

iowan

iowan

上 の 例 に 見 ら れ る よ うに 、s.s.は 満 洲 字yu一 を あ て る が 、 v. L.な ど は 満 洲

字ia― を あ て て い る 。

 『増 訂清 文 鑑 』で は 、現 代北 京 音 のyuan,yueに 含 まれ るyuに 対 応す る音 を表記 す

る場 合 、s.s.に 同 じ く満洲 字yu を用 いて い る 。

No. 漢 字 現 代 北 京 音 満 洲 字 表 記

50月yue yuwei

348元yuan yuwan

しか し、清 初 刊 行 の 『清 書対 音協 字 』で は 、現 代北 京音 がyueで あ る漢字 は すべ て

満 洲 字ioweiの もとに配 され 、満 洲 字yuweiと い う項 目は立 て られ て いな い 。 また

現 代北 京音 がyuanで あ る漢字 につ いては 、あ る もの は満 洲 字yuwanの もとに 配 され
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あ る もの は満 洲 字iowanの も とに配 され て い る 。

満洲 字表 記 漢字                      現代北 京 音

iowei   月 、説 、悦 、越 、 日              yue

yuwan   元 、圓 、員 、愛 、媛 、院 、園 、嚢 、淵 、原 、源 な ど yuan

iowan   遠 、怨 、願 、怒                yuan

この こ とか ら、現代 北 京 音yuan,yueに 対 応 す る音 の 表記 にお いて 、満 洲字 表記 法 の

規 範 に動 揺 が あ った もの と推 測 され る2/)満 洲字ioが[ju]と 発音 され る ことが

あ り満洲 字yuとioに 表 記 の流 動 が あ った とは よ く言 わ れ る こ とで あるがR2》 満洲 字

千 字文 テキ ス ト間 に おけ る叙 上 の表 記 の異 同 も 、その よ うな事 情 を反 映 した もの と

考 え られ る 。

C7]wei/ui

 現代北京音のweiに 対応する音の表記において 、満洲字千字文 の各テキス トは異

同を示すことがある。

No.漢 字

39 為

993謂

154惟

602威

現 代 北 京 音

wei

wei

wei

wei

S.S.

wei

wei

wei

wei

V.L.

we�

wei

ui

ui

B.N.

wei

wei

ui

Uﾌ

B.L.

wei

wei

ui

ui

U.L.

wei

wei

Uﾌ

Uﾌ

No.39,993で は す べ て の テ キ ス トが 満 洲 字weiを あ て て い る が 、 No.154,602で は テ

キ ス トに よ っ て ち が い が 見 ら れ 、S. S.は 満 洲 字weiを あ て て い る が 、 V. L.

な ど は 満 洲 字uiを あ て て い る 。現 代 北 京 音 のweiに 対 応 す る 音 を表 記 す る 場 合 、 S.

S.は す べ て 満 洲 字weiを あ て る(全12例)が 、 V. L.な ど 他 の テ キ ス トは 満 洲

字wei(6例)の ほ か 満 洲 字Uﾌ(6例 〉 も あ て る 。

 規 範 的 な資 料 に お いて は 、現代 北京 音 がweiで あ る漢 字 の音 を表記 す ると き、s.

s.に 同 じ く満 洲字weiを 用 いて いる 。例 えば 、 『増訂 清文 鑑 』では 次 の よ うで あ

る。

No. 漢 字 現代 北 京 音 満洲 字 表記

99危wei wei

196微wei  wei

また 、清 初刊 行 の 『清 書 対音 協字 』に お いて も、為 ・章 ・危 ・違 ・惟 ・委な ど現 代

北京 音weiの 漢 字 は 、す べ て満洲 字W鯲の もとに配 され 、 uiと い う満 洲 字の 項 目は

設 け られ て いな い 。この こ とか ら、満 洲字 の 規 範的 な表 記 法 では 、叙 上 の漢 字音 を

表記 す る場合 、満洲 字weiを あて る こ とにな っ て いた もの と考 え られ る 。

満 洲 字 千字 文 の諸 テキ ス トにあ らわれ る満 洲字wei/uiの 流 動 の 現象 は 、漢 語 の 当
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該音 節 にお け る韻腹[0]の 有 ・無 を反 映 した もの と見 られ る。 この よ うな発 音 の

ち が いは漢 語 にあ って は音 韻 的対 立 をな さな いため に、規 範 的な 表 記 にお い ては 統

一 がは か られ た ので あろ う。満 洲 字weiとuiの 間 に発 音 の混 乱が あ った こ とは よ く

知 られ た事 実 で あ るが 、幻)満 洲 字 千字 文 の諸 テ キス トに おけ る満 洲字wei/uiの 表記

の流 動 は そ の こ とと関連 があ る もの と推測 され る。

[8][g]韻 尾 の 表記

 現 代北 京 音 のng[9]韻 尾 に対 応 す る音 の 表記 は 、満 洲字 千 字 文の いず れ の テ キ

ス トに おい て もおお むね は満 洲字ngを あて て い るが 、 まれ に満 洲 字nを あて た例 が

見 られ る 。

No.漢 字

16 張

278澄

828紡

951朗

現 代 北 京 音

zhang

Cheng

fang

lang

S.S.

jang

cen

fang

lang

V.L.

jaug

cen

fan

[lan]

B.N.

jaug

cen

fan

欠 落

B.L.

fang

[cen]

[fang]

lang

U.L.

fang

[cen]

[fang]

lang

No.16で は すべ て の テキ ス トが満 洲 字ngを あ てて い るが 、 No.278で は すべ て のテ キ

ス トが満洲 字nを あ てて いる。No.828,951で は テ キス トに よ りば らつ きが あ り、s

S、 な どは満 洲 字ngを あ て るが 、 v L.な どは満 洲 字nを あ て てい る 。

 『増 訂清 文 鑑 』な どの 規範 的な 資料 にお いて は 、漢 語 の[9]韻 尾 を表記 す る場

合 、満 洲字ngを あて て い る。

No. 漢 字 現代 北 京音 満 洲 字表 記

6上shang 蕊ng

8清ging Ging

しか し、満 洲 語 では 元来 音 節末 の[n]と[9]を 区別 しな か った もの の如 く、初

期 の 満文 資 料 に は 、漢語 の[g]韻 尾 を満 洲 字nで 表記 した もの が よ く見 られ る 。

例 えば 、 『大 清太 祖 武皇 帝実 録 』 には 、次 の よ うな 例 が見 える 。

漢 字 現 代 北 京 音  満 洲 字 表 記

教 場  jfao chang    gio can

忠 経 zhong jing jung gin

満洲字千字文の諸テキス トに漢語 の[g]韻 尾に対 して満洲字nを 当てた例が数例

あ らわれ るのは、満洲語の音韻体系 に照ら して漢宇 音をかきあらわ していた古い時

代の表記法のなご りであると考え られ る。

6.お わ りに

 以上 、本 論 文 にお い ては 、満洲 字 に よ る漢字 音表 記 の 変遷 、規 範化 の過 程 を明 ら
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か にす る立 場か ら、康 煕年 間 に成 立 した と思 わ れ る満洲 字 千 字文 の諸 テキス トをと

りあ げ検 討 を加 えて きた 。今 まで述 べ て き た よ うに 、満 洲 字 千字文 の 諸 テキ ス トの

うち の あ る もの は 、r増 訂 清 文鑑 』な どの 規 範 的 な資料 に見 られ る漢 字音 表 記 とは

かな りへ だ た った表 記 をお こな って い る。S. S.は 、編 者 尤珍 の翰 林 院編 修 とい

う肩書 きに よって知 られ る とお りさす が に規 範 的 な色彩 が 強 く、 『増 訂清 文 鑑 』な

ど後代 の資料 に 見 られ る表 記 とほ とん ど一 致 す る傾 向を示 す が 、編 者 未詳 のV.L.

な どに は 、それ ら とは こ とな る非 規 範 的な 表 記 が そ こご こに 散見 され る 。文 白異読

の場合 、S.S.が 文 言 音 に対応 す る表記 をお こな い 、 V. L.な どが 白話 音 に対

応す る表 記 をお こな って い るの も、両 者 の資 料 的 性格 の ちが いを端 的 に もの が た る

もの で あ ろ う。従来 、近 古漢 語 の資 料 と して満 洲字 によ る漢 字音 表記 を利用 す る際 、

もっぱ ら規 範的 な資 料 の み が と りあげ られ る き らいが あ った が 、そ の よ うな 規 範 の

成立 、意 味す る とこ ろ を明 らか にす る ため に も 、 もっ と非 規 範的 な資 料 に対 す る調

査 がお こな われ ね ばな らな い と思 う。

                 注

*本 論 文 に お け る満 洲 字 の ロ ― マ ナ イ ズ はH�lendorfの 方 法 に よ る 。 な お 、 誤 刻 な

どに よ り判 読 お よび ロ ー マ ナ イ ズ が 困 難 な 満 洲 字 に つ い て は 、推 定 形 を[]内 に し

め す 。

1)「 清 書 千 字 文 」 の 詳 細 に つ い て は 、池 上(1962)pp.106―108を 参 照 され た い 。

2)「 清 書 千 字 文 」 が 収 録 さ れ た 『百 憾 千 字 文 』 は 尤 珍 の 父 尤イ同の 堕 定 に な る 。

3)神 田 信 夫 先 生 の 御 教 示 に よ る 。

4)ヴ ァ チ カ ン 図 書 館 所 蔵 『満 漢 千 字 文 』 の 詳 細 に っ い て は 、神 田(1965}PP・240-

241;Kanela(1968)pp.89-90;Kanela(1969)pp.135-136,p.143;Stary(1985)No.50を

参 照 。

5)パ リ 国 民 図 書 館 所 蔵 『満 漢 千 字 文 』 の 詳 細 に っ い て は 、 岸 田(1994,1995)を

参 照 さ れ た い 。

6)大 英 博 物 館 所 蔵 『満 漢 千 字 文 』 の 詳 細 に つ い て は 、 池 上(1962)pp.1ﾟ6-108;神

田(1965)pp.239-240;Kanda(1968�.88;Kanela(1969)pp.133-135;Simon(1977)p.

110,NO, II.132.A-Cを 参 照 さ れ た い 。

7)ラ イ デ ン大 学 漢 学 研 究 所 所 蔵 『満 漢 千 字 文 』 に っ い て は 、池 上(1962)pp.1Q6-

108;神 田(1965)pp.239-240;Kanela(1968)P.$8;Kanda(1969)PP.133-135を 参 照 。

8)『 国 朝 書 献 類 微 』 巻1「 達 海 伝 」 に 「対 音 」 と 「切 音 」 に つ い て の 言 及 あ り 。

黄 俊 泰(1985)pp.14-30を 参 照 。

9)漢 語 の[-ig]韻 母 に お け る 韻 腹[a]の 有 無 に つ い て 、 王 力(1987)P・

519脚 注1は 次 の よ うに 述 べ る 。
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「[ig]即[ia9] 。 実 際 読 音 是[ig],有 人 也 読[ia9]。 依 音 位 観

点 当 作[ia9]。 」

また 、[―uai]韻 母 にお け る韻腹[0]の 有無 に対 す る音韻 論 的な 解釈 にっ い

て 、 同書P.528は 次 の よ うに述 べ る。

「灰 堆 的 合 口 呼 ,実 際 上 読 成 両 類=喉 牙 音 読[UGi],如"帰"[kuei]

"i窺"[k'
uai],"灰"[X--ai];舌 歯 音 読[ui],如"堆..

[七 ・i],・ 推 ・[七`・i],"追"[七 § ・i].但 是,従 音 位 観 点 看,可

 以 一 律 写 作[uai]。 」

ま た 、 同 書pp.522―523は 、[in]韻 母 や[un]韻 母 に お い て も 、 韻 腹[g]の

有 無 が 音 韻 的 対 立 を な さ な い こ と を述 べ て い る 。

10)山 崎(1990c)p.72な ど 。

11)康 煕 帝 の名 前 の 「玄燐:hiowan yei」 に用 い られ るhiowanと

い う満洲 字 綴 りを避 け る習慣 は 、 当時 の その 他 の資料 にお い て も発見 で き る 。満 洲

字 を用 いて 漢字 音 の 尖 団の 区別 を あ らわ した 『円音 正 考 』(1743原 序)[21b]に は

満 洲 宇 綴 りs�wanの 項 目に 、

 「團音siowan 此 團音 宇敬 避 倶 用尖 音 」

との 注記 が 見 え 、そ の あ とに鉱 ・眩 ・喧 ・喧 ・誼 ・懸 な ど牙 喉 音 由来 の声 母 を もつ

漢 字 が配 され て い る 。一 方 、 「新 刻清書 全 集 」(1699)に 収 め られた 『清書 対音 協

字 』で は 、眩 ・懸 ・鉱 ・喧な ど牙 喉音 由来 の声 母 を もち現 代北 京 音 がxuanで あ る漢

字 は 、元 ・圓 ・員な ど現 代 北京 音 がyuanで あ る漢 字 と ともに 、満 洲字 綴 りyuwanの

もとに 配 され て い る 。康 煕以 降 に 刊行 され た 千字文 テ キス トの 中には 、本来 「玄J

で あ る第3字 め の 漢 字 を 「元 」に 作 った もの が 時折 見 ちれ る が 、 『清 書対 音 協字 』

にお け る満 洲 字 のあ て方 は 、その よ うな事 実 と関連 が あ る もの と推測 され る 。ち な

み に 、満 洲 字千 字 文 の各 テ キス トにお け る第3字 め(No.3)の 漢 字 お よび満 洲 字表

記 は 以下 の よ うにな って いる 。

        S.S. V. L. B.N. B.L. U. L.

漢字     な し   玄    玄    玄    玄

満洲 字    yuwan  hiowan hiowan hiowan hiowan

s.s.の 満 洲 字 表 記 がyuwanと な っ て い る の は 、 『清 書 対 音 協 字 』 の 方 法 と軌 を

一 に す る も の で あ る
。岸 田(1994)pp.81-82お よ びPp.11Q-111注19を 参 照 。

12)山 崎(199Qc)p.72な ど 。

13)舌 面 音 化 し た 牙 喉 音 由来 の 声 母 の 表 記 に 満 洲 字g,k,hを 用 い る よ うに な っ た こ

と に よ り 、 後 代 満 洲 字 の 音 価 に変 化 が お こ り 、 それ らの 文 字 を 口 蓋 音 で 発 音 す る よ

うに な っ た も よ うで あ る 。 こ れ に っ い て は 、Zacharov(1879)p.57;服 部(1937);

庄 垣 内(1979)pp.42―44な ど を 参 照 。
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14)満 洲 字siとv.SIの 発 音 の 混 同 に つ い て は 、 Zacharov(1879)p.59、 池 上(1986)§17,

19を 参 照 さ れ た い 。

15)こ れ に つ い て は 、岸 田(1994)p.111注20な ど を 参 照 さ れ た い 。

16)満 洲 字uの 音 価 につ い て は 、 池 上(1946);池 上(1950)第2項;池 上(1994)

な ど を 参 照 。

17)今 西(1958)p.35な ど 。

1$)「 欽 定 清 漢 対 音 字 式 」 の 按 語 に つ い て は 、 落 合(1985b)pp.183-184を 参 照 。

19)「 欽 定 清 漢 対 音 字 式 」 に 次 の よ う に あ る 。

 yen 音 。按 世 宗 憲 皇帝 廟講 上 一 字用yen字 恭 代 [18a]

20)た だ し、No―365の 漢 字 「切 」につ い ては 、 方言 に よ り、車遮[iε]韻 に 由来

す る字 音 と斉 微[i]韻 に 由来す るべ き字 音(た だ し 『中原 音韻 』は 漢字 「切 」に

っい て 車遮韻 の み を示 し斉 微韻 は示 さず)と を区別 す る もの が あ り、例 えば,広 州

では瀦 は[・ ∫♂it]と 、儲 は[・ 鐸 ・]と 発音 され る(北 献 学中踊 言

文学 系 語言 学教 研 室(1989)P.48を 参 照).満 洲字 千字 文の 諸 テキ ス トが漢 字 「切 」

に対 してciyaiと い う満 洲 字表 記 をあて て い るの は 、あ るいは 、その よ うな 漢 語方

言 にお け る 、後 者 す なわ ち 斉微 韻 に対 応す る字 音 をあ らわ した もの か も知 れ な い 。

21)さ らに後代 の 『音韻 逢 源 』で は 、願 ・元 ・原 ・源 な ど疑 母([9]声 母)由 来

の漢 字 は満 洲字yuwanの もとに配 し、淵 ・遠 ・院 ・員 ・沿な ど影 組(ゼ ロ声 母)由

来の 漢 字は 満洲 字iawanの も とに配 して 、か きわ け をお こな って い る 。 しか し、 こ

の よ うな か きわ けは まった くの作 為 と見 られ 、 当時の漢 語の 実態 とは か けは なれ た

もの で あ る と考 え ちれ る 。

22)こ れ にっ い ては 、Zacharov(1879)pp.23-24;池 上(1954)第3項;池 上(1994)

p.10を 参照 。

23)こ れ にっ い ては 、Zacharov(1879)p.54;庄 垣 内(1979)p.43;池 上(1987a)

§36;岸 田(1994)p.112注24を 参照 された い 。
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Standardization of Manchu Transcriptions of Chinese

 Fumitaka KISHIDA

    Manchu transcriptions of Chinese words are very valuable to the study of 

Chinese phonology of the Ch'ing dynasty. However, it is not yet confirmed 

whether they represent the actual pronunciation of Chinese or not. It is 

necessary to investigate changes in the writing systems, or the process of 

standardization. In this paper, I have researched the writing systems of 

several Manchu texts of Ciyan dzi wen /Qian zi wen (90 compiled around the 

end of the 17th century, comparing them with those of standard texts such as 

Han i araha nonggime toktobuha manju gisun i buleku bithe /Yu zhi zeng ding 

ging wen jian('e=iirgpjm3)(1771). I demonstrate that these texts have been 

transcribed in many various ways differing from standard ones, as following:

Modern Pekingese

j, x(<velar [k], 

j(<dental [ts]) 

shi 

-ao 

-u-

-i 

-i-

-ie(<[iai]) 

-ie(<[ic]) 

yu-

wei 

-ng

[h])

Manchu transcriptions 

(in standard texts

/in Ciyan dzi wen texts) 

g/j, h/s 

j/k(*g) 

6i/si, sy 

ao/oo 

11/o, owe, u 

i/ii 

i/ye, iye 

iyai/iye(i) 

iyei/iya(i) 

yu/io 

wei/ui 

ng/n

It is possible that some of the differences in the Manchu transcriptions may 

reflect the transcripters changing from the Manchu phonological system to the 

Chinese.
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